
 

第４学年１組 体育科学習指導案 

指 導 者 濵住 舞帆 

展開場所 体 育 館 

１ 単元名 器械運動「跳び箱運動」 

 

２ 単元について   

（１）一般的特性  

【機能的特性】 

・ 基本的な支持跳び越し技に挑戦し、その技ができる楽しさや喜びに触れることのできる運動

である。 

【構造的特性】 

・ 回転したり、指示したり、逆位になったりする運動である。 

・ 基礎的な技をより高めたり、できそうな発展技に挑戦したりする運動である。 

【効果的特性】 

・ 様々な動きを通して、運動感覚や巧緻性、調整力を身に付けることができる運動である。 

 

（２）児童からみた特性 

   〇 自分の跳び方で跳び箱の高さや距離に挑戦することに魅力を感じる運動である。 

   〇 友達と協力したり、教え合ったり、励まし合ったりしながら、楽しく活動に取り組める運動

である。 

  【関心・意欲を低下させる阻害要因として考えられること】 

   ▲ 腕支持で重心を前方に移動することに恐怖感をもちやすい運動である。 

   ▲ できる、できないの差が生じやすく、意欲が薄れやすい運動である。 

 

（３） 児童の実態（男子１４名、女子１２名、合計２６名） 

診断的授業評価 

項目名 Mean（単元前） 評価 

たのしむ（情意目標） 14.00 5 

学び方（思考・判断） 11.73 4 

できる（運動目標） 12.80 5 

まもる（社会的行動目標） 14.38 5 

合計得点 52.92 5 

 

栗源小独自アンケート 

項目 １肯定 ２やや肯定 ３やや否定 ４否定 

① 体を動かすこと １８ ７ １ ０ 

② 体育でできなかったことができるよ

うになったこと 
１６ ８ ２ ０ 

③ 運動のポイントやこつを意識 １５ ９ ２ ０ 

④ 運動の仕方を工夫 １０ １０ ６ ０ 

⑤ たずねたり、教え合ったりしている １０ １３ ３ ０ 

⑥ ⑤は楽しいか １２ ９ ５ ０ 

⑦ めあてをもって取り組んでいる １２ １１ １ ２ 

⑧ 難しい技に挑戦 １５ ４ ６ １ 

⑨ きまりや規則を守って運動 ２０ ５ １ ０ 

⑩ 準備や後片付けを進んで行っている １７ ７ ２ ０ 



⑪ 安全に気を付けて運動 ２３ ３ ０ ０ 

⑫ 体育は好きか ２０ ３ ３ ０ 

⑬ 跳び箱は好きか １９ ３ ２ ２ 

⑭ 跳び箱の学習で心配なこと ・怪我をしないか 

・着地がちゃんとできるか 

・首をひねらないか 

・高い段に挑戦するときに、落ちないか 

・勢いがついてしまって、転ばないか 

・手がすべらないか 

・前から落ちないか 

・高いところを跳べるか 

⑮ 跳び箱の学習で楽しみなこと、頑張り

たいこと 

・新しい技が楽しみ 

・跳ぶことをがんばりたい 

・跳び箱で前転することが楽しみ 

・高い６、７段をスムーズに跳べるようにがんばりたい 

・５段跳びたい 

・高い段の跳び箱に挑戦したい 

・着地をがんばりたい 

・難しい技をやってみたい 

 

 診断的授業評価では、学び方（思考・判断）の項目で評価が４であった。中でも、「体育で習った運動

を休み時間や放課後に練習する」の項目で、半数以上の児童が否定的な意見をもっていた。 

 栗源小独自アンケートでは、「難しい技などに、挑戦していますか」で否定的な意見が多く見られた。

昨年度実施した「跳び箱運動」では、得意、不得意の差が大きく、得意な児童は難しい技に挑戦し、不

得意の児童は、恐怖心やできないという意識から、様々な技に挑戦することができなかった様子が見ら

れた。 

 また、「跳び箱の学習で心配なこと」の中に、高さがある場から落ちること、怪我を心配する回答が多

かった。 

 

（４）指導観 

  ○ 自己の課題を見付けるための工夫 

    技のポイントがわかる連続図を用意し、自分の動画と見比べる時間を確保する。できていると

ころにはシールを貼らせ、自分の課題を明確にする。そのために、ICT 機器を使って技のできば

えを確認したり、友達の気付きを聞いたりして、振り返りができるようにする。 

また、課題に気付きやすくするために、手の着く位置に目印をつけたり、ペットボトルにゴム

をはったものを着地する位置に目印として置いたりして、技に取り組めるようにする。 

 

○ 自己の課題解決に向けて場を選択するための工夫 

    苦手意識をもつ児童から、発展技に取り組みたい児童までが自己の課題解決に向けて、場を選

択しながら活動できるよう、以下の場を設置する。 

   ・マットを数枚重ねた場 

    考えられる効果台上前転が苦手な児童が、回転する動きを身に付けることができる。 

 

   ・跳び箱と同じ幅にラインを引いたマット 

考えられる効果跳び箱で横にそれてしまう児童が、真っ直ぐ回転する前転や速さのある前転を

身に付けることができる。 

 



   ・バランスボールやステージの利用 

    考えられる効果首はね跳びに挑戦する児童が、体を反らす感覚を身に付けることができる。 

 

   ・ソフト跳び箱の設置 

    考えられる効果台上前転や首はね跳びを行うにあたって、跳び箱による痛みを心配する児童の

恐怖心を軽減し、取り組むことができる。 

 

   ・高さの異なる跳び箱の設置 

    考えられる効果苦手意識をもつ児童から得意な児童までが、自己の課題にあった高さや踏切板

の位置を検討して取り組むことができる。 

     

    場を選択し、活動をしている中で、課題解決のために新たな場を設置したいという児童の意見

は、積極的に取り入れ、場を変化させていく。 

 

  ○ 前単元とのつながりを意識した授業展開 

    前単元「マット運動」では、補助倒立ブリッジ、首はね起きについての学習をした。既習事項

を生かし、自己の課題を見付け、解決につながるようにする。そのために、マット運動における

体の使い方やポイントとの共通点と相違点に気付かせながら、本単元を展開していく。 

 

３ 単元の目標  

 ○ 切り返し系や回転系の基本的な技をすることができるようにする。    （知識及び技能） 

 ○ 自己の能力に適した課題を見付け、技ができるようになるための活動を工夫するとともに、考え

たことを友達に伝えることができるようにする。 

  （思考力、判断力、表現力等） 

○ 運動に進んで取り組み、きまりを守り誰とでも仲よく運動をしたり、友達の考えを認めたり、場

や器械・器具の安全に気を付けたりすることができるようにする。（学びに向かう力、人間性等） 

 

４ 評価規準  

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①台上前転の行い方を理解し

ているとともに、助走から

両足で踏切、腰の位置を高

く保って着手し、前方に回

転して着地することができ

る。 

②首はね跳びの行い方を理解

しているとともに、台上前

転を行うように回転し、腕

と腰を伸ばして体を反らせ

ながらはね起きることがで

きる。 

③運動のポイントを言った

り、書いたりしている。 

①自分の課題に応じた練習の

場や段階を選んでいる。 

②自分の動きや友達の動きを

確認したり、目印等を参考

に技の出来栄えを友達に伝

えたりしている。 

①回転したり、支持したり、跳

び箱運動の基本的な技に進

んで取り組もうとしてい

る。 

②器械・器具の正しい使い方

や試技をする前の待ち方、

技を観察するときのきまり

を守り、誰とでも仲よく励

まし合おうとしている。 

③運動する場所の危険物を取

り除くとともに、用具の安

全を確かめようとしてい

る。 

 

 

 

 

 



５ 指導と評価の計画    

時間 １ ２ ３ ４ ５（本時） ６ ７ 

０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４５ 

 

 

オリエンテ

ーション 

・前半の学習

内 容の 確

認 

・安全の約束

の確認 

・１時間の流

れの確認 

・場の準備や

片 付け の

仕 方の 確

認 

・試しの運動 

 

 

 

 

 

 

 

・友達と見合

い、自己の

課 題 を見

付ける。 

・課題解決に

向けて、場

を 選 び練

習をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ICT 機器で

振り返り、

課 題 を見

付ける。 

・課題解決に

向けて、場

を 選 び練

習をする。 

 

 

 

中間オリエ

ンテーショ

ン 

・後半の学習

内 容の 確

認 

・首はね跳び

に つい て

確認 

・安全の約束

の確認 

・１時間の流

れの確認 

・試しの運動 

 

 

 

 

 

 

 

・ICT 機器で振り返り、課題

を見付ける。 

・友達と見合い、自己の課題

を見付ける。 

・課題解決に向けて、場を選

び練習をする。 

 

 

 

 

 

 

 

知・技 
  

 

① 

観察・学習カード 

  ② 

観察・学習カード 

③ 

観察・学習カード 

思 
 ① 

観察・学習カード 

② 

観察・学習カード 

 ① 

観察・学習カード 

② 

観察・学習カード 

 

態 
③ 

観察・学習カード 

  ② 

観察・学習カード 

  ① 

観察 

 

６ 本時の指導（５／７）   

（１）目標 

  ◎ 自分の課題に応じた練習の場や段階を選ぶことができるようにする。 

（思考力、判断力、表現力等） 

  

（２）展開   

過程 時配 学習内容と内容 指導（〇）・評価（☆） 用具・資料 

 

 

 

は 

じ 

め 

 

 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

１ 整列し、あいさつ、準備運動をする。 

   

 

 

 

 

・場づくりをする。 

 

 

〇 児童の健康状態を把握す

る。 

〇 見学者がいる場合には、状

況により指示を出す。 

〇 準備運動を丁寧に行わせ、

けがの防止につなげる。 

○ マットの耳や、跳び箱のず

れを確認させ、事故の防止に

つなげる。 

マット 

セーフ

ティー

マット 

跳び箱 

ソフト

跳び箱 

 

 

自分の技を発展させよう。 

整列・挨拶・健康観察→準備運動→場づくり→感覚つくりの運動 

振り返り→整理運動→整列・健康観察→片付け 

発表会 
ピタッと着

地！ 

台上前転を

しよう。 

大きく！ 

台上前転を

しよう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

な 

か 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ま

と

め 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

25 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 

 

 ・感覚づくりの運動をする。 

  ◇両足で踏切り、腰上げ 

  ◇前転 

   

 

◇くも歩き 

  ◇バランスボール 

 

２ ねらいを確認する。 

  

    

・連続図を用いてポイントを確認す

る。  

 

 

 

 

３ 課題を見付ける 

 ・タブレットを使い、動画を撮る。 

・動画と連続図を見比べ、できていると

ころには学習カードにシールを貼る。 

 

４ ポイントを意識して練習をする。 

・動画で確認したり、同じ場の友達に見

てほしい部分を伝え助言をもらった

りする。 

・手の着く位置や着地する位置に目印

を置き、課題解決につなげる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 本時のまとめをする。 

・本時の活動を振り返る。 

 

 

・今日のきらりさんの発表。 

  

 

○ 「トントントーン」のリズム

太鼓に合わせて、タイミング

よく腰を上げるよう声を掛け

る。 

○ 腰を上げながら、くも歩き

ができるように声を掛ける。 

 

 

 

 

〇 前時の学習やマット運動で

の学習を振り返り、全体でポ

イントを確認する。 

○ ネームプレートをホワイト

ボードに貼り、自分のめあて

が明確になるようにする。 

○ 踏切り→着手→空中→着地

がおさまるように撮影をす

る。 

 

 

 

〇 特に意識しているポイント

は何か問いかけ、動画で確認

する視点を明確にできるよう

にする。 

☆ 自分の課題に応じた練習の

場や段階を選ぶことができる

ようにする。（観察）【思・判・

表】 

 

 

 

 

 

○ 自己の課題に応じて場を調

整している姿を見取り、称賛

や励ましの声掛けをする。 

○ 最初に撮った動画と、練習

最後に撮った動画を見比べ、

練習についてや体の動きの変

化について振り返る。 

〇 技の向上や取り組みの工

夫、友達への声掛けを称賛す

リズム

太鼓 

 

 

 

 

 

 

掲示物 

 

 

 

 

 

ネーム

プレー

ト 

タブレ

ット 

掲示物 

 

 

 

タブレ

ット 

ペット

ボトル 

ゴム 

シール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習カ

ード 

 

自分の技を発展させよう。 

自己の課題に応じた練習の

場や段階を選ぶことができて

いない児童には、課題を見直

し、練習の場を助言する。 



 

・整理運動、健康観察、挨拶をする。 

 

・後片付けを行う。 

 

る。 

〇 健康観察を行い、次時の学

習の確認をする。 

〇 分担をして、すばやく片付

けるように声を掛ける。 

 

７ 場の設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ステージ 

セーフティーマット 

マット 

重
ね
た
マ
ッ
ト 

ラ
イ
ン
入
り
マ
ッ
ト 

バランスボール 

マット 

マット 

踏切板 ソフト跳び箱 マット 

マット 

マット 

踏切板 跳び箱（２段） マット 

マット 

マット 

踏切板 跳び箱（３段） マット 

マット 

マット 

踏切板 跳び箱（４段） マット 


